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研究成果の概要：いきいき度尺度を大学生に適用できることを実証するとともに、この尺度に

より測定される主観的ウェルビーイングが高ければ、ストレス刺激が多くてもストレス反応に

は繋がらないという主観的ウェルビーイングのストレス緩衝モデルをデータに基づき提示した。

さらに、このモデルに基づいた実験的研究により、個人の主観的ウェルビーイングが急性スト

レッサーに対処する為の準備状態を整えたり、反応後の回復を促進したりといった役割を有す

ることを示唆した。 

 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007年度 1,280,000 0 1,280,000 

2008年度 1,350,000 405,000 1,755,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2,630,000 405,000 3,035,000 

 

 

研究分野：健康心理学 

科研費の分科・細目：心理学・臨床心理学 

キーワード： 主観的ウェルビーイング、心理生物学的ストレス反応、ストレッサー、 

メンタルヘルスの二次元モデル、いきいき度尺度（PLS-R） 

 

１．研究開始当初の背景 
ストレス科学の発展により様々な心身の

疾患に対するストレスの影響が明らかとな
ってきた。世界的にも各種健康障害のリスク
ファクターとしてメンタルヘルスの悪化が
危惧されている(WHO, 2002)。特に、我々の
国際比較研究の結果によれば、我が国の大学
生の抑うつ感は欧米など世界 23 カ国の大学
生と比較して有意に高い（Steptoe, Tsuda, 
Tanaka & Wardle, 2007）。この様な現状の中
で、医療費削減の必要性もあいまって、公衆

衛生医学や健康心理学などの諸分野に対す
る疾患予防、ストレス対策への期待が大きく
なっている。 

メンタルヘルスについては、適応障害や神
経症、うつ病、精神病などの精神疾患でなけ
れば精神的に健康であるという疾病モデル
による見解が未だ根強く残っている（田中他, 
2004）。ポジティブ心理学の台頭によって、
この問題が指摘され、メンタルヘルスの二次
元モデルが提唱されている（Keyes & Lopez, 
2002）。これは、メンタルヘルスを精神症状
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（ネガティブ側面）と主観的ウェルビーイン
グ（ポジティブ側面）の二軸から捉えるモデ
ルであり、単に疾患を治療するのみでメンタ
ルヘルスが良好な状態にはならないことを
的確に示している。    

健康日本 21 には、メンタルヘルスがいき
いきと自分らしく生きるために重要な条件
であると明示されている（厚生省, 2000）。
これは、健康日本 21 の目標がポジティブヘ
ルスの確立であり、個人のウェルビーイング
や QOL（生活の質）を重要視している表れで
ある。メンタルヘルスのポジティブな側面に
着目する必要性は、史上最多を更新し続けて
いる我が国の自殺者数の問題にも示される。
日本の自殺率は 10 万人中 24.1 人で、リトア
ニアやロシアなど国内の混乱が続く体制移
行国に次いで世界第 8 位という高さである
（WHO, 2006）。これに対応するのは、大うつ
病の診断割合や精神疾患者数ではなく、我が
国の人生満足感や幸福感の低さという指摘
がある（島井他, 2004）。ただし、これは世
界的な調査における各国の順位について幸
福感と自殺率が対応していることから述べ
られているに過ぎず、明確な実証的根拠が存
在するものではない。海外においても、スト
レス反応に対して心身のバランス感覚や柔
軟性を取り戻すことにポジティブ感情が役
立 つ と い う 仮 説（ Undoing Hypothesis ）
（Fredrickson & Joiner, 2002）が示されて
いるが、実証的研究は見当たらない。 

ウェルビーイングや QOLなどといった人間
性のポジティブ側面に着目する重要性が指
摘されながら、その研究はネガティブ側面に
比較して遅れている。理由として測定尺度の
問題もある。ネガティブ側面に関しては、抑
うつ（Beck Depression Inventory）や不安
（State – Trait Anxiety Inventory） など、
精神の病理性検出を目的とした質問表が数
多く作成されている。一方で、ポジティブ側
面の質問表は希少であり、我が国において標
準化され市販されている尺度は、日本版
Subjective Well-being Inventory （SUBI）
が唯一である（大野・吉村, 2001）。SUBI は
ポジティブ側面である「心の健康度」とネガ
ティブ側面である「心の疲労度」から構成さ
れており、メンタルヘルスを二次元から捉え
ることが可能な尺度である。しかし、配偶者
や自分の子どもとの関係に関する複数の項
目が含まれており、30 歳代以下の若年層では
婚姻関係を持たない対象者が多く、下位尺度
ごとに他項目の平均値を欠損項目に当てる
という方法がとられているなどの問題が残
る。また、全 40 項目と項目数が多い。 

このような近年の要請と問題点を踏まえ
て、我々はこれまでに、評価方法の 1つとし
て改訂-いきいき度尺度（PLS-R）を作成し、
再検査法や内的一貫法による信頼性、因子的

妥当性や並存的妥当性などを確認した（田中
他；2003, 2005, 2006 など）。PLS-R はポジ
ティブとネガティブの 2次元からメンタルヘ
ルスを捉える尺度であり、適用年齢の広さが
確認され（田中他, 2006）、また全 14 項目と
項目数が少ない。このことから、PLS-R は各
人のスクリーニングや諸活動の評価に有用
だと考える。これまでに本尺度を用いて各種
ストレスマネジメント行動を有する者は、主
観的ウェルビーイングが高いという相関関
係を明らかにしたが（田中他, 2004）、未だ、
そのメンタルヘルス全般に対するメカニズ
ムまでは検討されていない。 
 
 
 
２．研究の目的 
 

（1）横断的な調査研究によって、我々が開
発した改訂-いきいき度尺度（PLS-R）の大学
生への適用可能性を探るとともに、主観的ウ
ェルビーイングと、ストレッサーやストレス
反応などのストレス関連要因を調査、分析し、
その関連性について共分散構造分析を用い
てメカニズムを明らかにする。 
 
（2）実験室場面においてメンタルストレス
テストを負荷し、心理生物学的ストレス反応
の誘起と低減に対して、主観的ウェルビーイ
ングが関わりを有するのか、また、有するの
であればどの様な関わりなのかを明らかに
する。 
 

 

 

３．研究の方法 
 

（1）横断的調査研究について 
 

① 対象者とリクルート法：2007 年 10 月から
2008年2月にかけて講義時間などに研究参
加を呼びかけて調査を行い、群馬県内の大
学生 341名（男性 92名：19.75±1.51歳、
女性 249名：19.59±1.34歳）から有効回答
を得た。 

② 手続き：研究参加の意思を示した者に対し
てインフォームドコンセントを行い、同意
が得られた参加者に集団法による質問紙
調査を行った。 

③ 質問紙： 
・ 我々が開発した改訂 -いきいき度尺度

（PLS-R）（「満足感」4項目、「ネガティブ
気分」3 項目、「チャレンジ精神」4 項目、
「気分転換」3項目の4下位尺度からなり、
計 14 項目）により、主観的ウェルビーイ
ングを測定した。4 段階の自己評定尺度で
ある。 



 

 

・ ストレス刺激やストレス反応などのスト
レス関連要因を測定するためには、大学生
用ストレス自己評価尺度（尾関他, 2004）
を用いた。ストレッサー尺度は 35 項目か
らなり、各項目に示された事態の体験の有
無と、体験を有する場合はつらさの程度を
4 段階で自己評定する。ストレス反応尺度
は、全 35 項目の 4 段階自己評定である。
下位尺度に、心理的反応として 10 項目が
あり、身体的反応として 10項目がある。 

 

（2）実験的研究について 
 
① 分析対象者：横断的研究への参加者の中か

ら、実験的研究への参加の意思を示し、か
つ、主観的ウェルビーイングが特に高いま
たは特に低い男子学生計 17名を抽出した。
主観的ウェルビーイングの高い者 8 名
（22.0±4.2 歳）と低い者 9 名（20.2±1.3
歳）であった。 

② 測定内容： 
・ 改訂-いきいき度尺度（PLS-R）により主観

的ウェルビーイングを測定した。 
・ 日本語版 UWIST 気分チェックリスト（緊

張覚醒とエネルギー覚醒からなる計 20 項
目）と日本語版 POMS短縮版（緊張、抑う
つ、怒り、活気、疲労、混乱の計 30項目）
により主観的ストレス反応を測定した。 

・ 心臓血管系反応として、血圧と脈拍を測定
した。 

③ メンタルストレステスト（課題）：いずれ
もパソコン上にて実施する以下の 2課題を
準備した。 

・ Ravens マトリックス課題‐一部に空白の
ある模様と、その空白に当てはまる正解の
模様を含む 6つのピースを表示し、正しい
ピースを選択する課題。 

・ 鏡映描写課題‐マウスの動きとモニター
上のカーソルの動きが上下左右逆転して、
モニター上の星型図形をなぞる課題。 

④ 手続き：安静時に PLS-Rおよび心臓血管系
反応の測定を行った。その後、メンタルス
トレステスト負荷を行い、5 分ごとに心臓
血管系反応の測定を行った。 

⑤ 実験参加者選出方法：PLS-R 回答者から、
研究者の性別に関わる倫理的配慮により
男性を選択した。さらに、PLS-R基準値で
高主観的ウェルビーイング（SWB）群と低
SWB群に当てはまる者を抽出した。 

 

 

 

４．研究成果 
 
（1）PLS-Rの大学生への適用可否 
 

先行研究で作成した PLS-R について探索

的因子分析ならびに確証的因子分析を行っ
た。その結果、成人を対象とした田中ら
（2006）の尺度構造と本研究で得られたデー
タとに十分な適合度が示された（GFI=0.94、
AGFI=0.91、RMSEA=0.06）。また、本尺度
が大学生のウェルビーイング全体の 50.66%

を説明可能であることが明らかとなった。本
尺度が大学生のウェルビーイング測定に有
用であることを実証できた。 
 
（2）ストレッサー－ストレス反応関係と主

観的ウェルビーイング 
 

先行研究を参考にしながら、関係性につい
て以下の 4つの検証モデルを想定し、共分散
構造分析を実施した。 

モデルⅠでは、モデルとデータとの一致程
度を示す適合度の値がいずれも不十分であ
った（GFI=0.89、AGFI=0.76、RMSEA=0.20）。
モデルⅡでは GFI が 0.92 と許容できる値で
あったが、AGFI（=0.82）とモデルの複雑さ
を考慮する RMSEA（=0.15）が不十分であった。
これらの結果より、主観的ウェルビーイング
がストレッサーの自覚を低減したり、ストレ
ス反応のみを低下させたりといった関係性
は想定しにくいことが明らかとなった。 

モデルⅢ（Fig.）では GFI が 0.95 と十分
な値であり、AGFI=0.89 と RMSEA=0.11 は許容
値に近かった。モデルⅣでもすべて同一の適
合度の値を得た（GFI=0.95、AGFI=0.89、
RMSEA=0.11）。モデルⅣは主観的ウェルビー
イングを、ストレス・メカニズムを介して最
終的に現れる健康状態と捉えるものである。
Undoing Hypothesis に矛盾し、ストレス低減
への示唆という臨床的意義が乏しいモデル
である。このため、主観的ウェルビーイング

想定した検証モデル 
Ⅰ．主観的ウェルビーイングがストレッサー

の自覚に影響 
Ⅱ．主観的ウェルビーイングがストレス反応

に影響 
Ⅲ．主観的ウェルビーイングがストレッサー

－ストレス反応関係を緩衝 
（Fig.の点線枠で示した観測変数を含む） 

Ⅳ．主観的ウェルビーイングはストレス反応
後の結果として生じる 



 

 

がストレッサー－ストレス反応関係におけ
る緩衝効果を有するとしたモデルⅢを採択
した。 
 
（3）主観的ウェルビーイングの構成要素と

ストレス・メカニズム 
 

モデルⅢはネガティブ側面を反映するネ
ガティブ気分を主観的ウェルビーイングの
一側面として想定している。そこでネガティ
ブ気分を削除したモデルを検証したところ，
GFI=0.97，AGFI=0.91，RMSEA=0.11 という値
を得た。さらに，相関値の低いチャレンジ精
神を削除したところ高い適合度の値を得た
（GFI=0.99，AGFI=0.95，RMSEA=0.07）（Fig.）。
自分の置かれた状況や人生そのものに対す
る満足感は，主観的ウェルビーイングを構成
する大きな要素である。また，不快な出来事
にとらわれ続けるのではなく，より良い状態
へと気分転換することも主観的ウェルビー
イングにとって重要な要素であろう。これら
の要素が，特にストレス・メカニズムでの役
割が大きいことを反映した結果である。 
 
（4）ストレス反応低減への示唆 
 

主観的ウェルビーイングが高い者ほどス
トレス反応が低いことが明らかとなった
（r=-0.57）。特に、認知行動的なストレス反
応 （ r=-0.49 ） や 身 体 的 ス ト レ ス 反 応
（r=-0.39）よりも、情動的ストレス反応
（r=-0.60）といきいき度との関連が強かっ
た。これらの結果は、主観的ウェルビーイン
グという人間性のポジティブな側面の向上
により、ストレス反応を低減できることを示
唆するものである。PLS-R とストレッサーと
の関連性も認められ（r=-0.32）、同様の嫌悪
的な事態に直面しても、主観的ウェルビーイ
ングが高いとその事態をストレッサーとし
て自覚せずにすむ可能性が示唆された。 

さらに、田中ら（2007）で設定した PLS-R
のカットオフ区分（良好・中程度・要注意）
とストレッサーのレベル（高中低）を独立変
数として、ストレス反応を従属変数とした分
散分析を行った。その結果、ストレッサーが
高くともいきいき度が良好な群とストレッ
サーが低中レベルの群（いずれのいきいき度
レベルでも）とにストレス反応の有意差が認
められなかった。主観的ウェルビーイングが
高いとストレッサーが多くてもストレス反
応を抑えられることを示しており、主観的ウ
ェルビーイングによるストレス緩衝のメカ
ニズムを支持する結果である。 
 
（5）主観的ウェルビーイングと急性ストレ

ス下での心理生物学的ストレス反応 
 

心臓血管系反応に統計的有意差は認めら
れなかったが、各人のデータを見ると、主観
的ウェルビーイングが高い群の者の最高血
圧が課題負荷中に徐々に上昇し、負荷終了後
3 分の時点では安静時と同等以下に復元する
という傾向であった。これに対して、主観的
ウェルビーイングが低い者の最高血圧は、課
題負荷中および前後で一定の傾向がなく、高
SWB の者より狭い振幅で昇降を繰り返してい
た。主観的ストレス反応でも、課題前の値の
差が大きいこともあって交互作用を認める
には至らなかったが、高 SWB 者にて 2つの課
題間での反応程度とその前後の反応程度に
差のある傾向にあった。これらのことより、
個人の SWBが急性ストレッサー負荷直後には
対処の為に生理的準備状態を整えたり、反応
後の回復を促進したりといった役割を有す
ると考えられる。ただし、データの蓄積量を
増やすことにより、本研究結果をより明らか
なものとして検証する必要がある。 
 
（6）本研究の意義 
 

本研究により、PLS-R を大学生にも適用で
きることが実証された。これまでのメンタル
ヘルス分野にて見落とされがちであったポ
ジティブ側面に関する研究において、測定用
具としての活用が期待できる。また、共分散
構造分析を用いてストレス・メカニズムにお
ける主観的ウェルビーイングによる緩衝モ
デルを示した。さらに、このモデルを実験室
場面でも確認し、ポジティブ側面を増加させ
ることによってストレス低減を目指すとい
う新たな視点が妥当である可能性を提示し
た。現代社会において、生体へのストレッサ
ーを皆無とすることは不可能である。ポジテ
ィブ側面の増加によってストレス反応低減
を目指すという、心身の健康増進における新
たな方向性を支持したことは意義深い。 
    
（7）本研究の国内外における位置づけ 

 
世界的にもメンタルヘルスのポジティブ

側面は近年になって見直された視点であり、
ポジティブ側面のメンタルヘルス全般への
関わりに対するメカニズムまで踏み込んだ
研究は見当たらない。海外においては、スト
レス刺激によって惹起された反応からのポ
ジティブ側面による回復効果について幾つ
かの研究がなされているが（Tugade & 
Fredrickson, 2004）、未だ研究数が少なく仮
説の域を脱していない。特に、国内において
は、ポジティブ側面の測定法開発が遅れてい
ることもあって、ポジティブ側面の研究は希
少であり、実証的な研究は見当たらない。 
 この様な国内外の状況において、メンタル
ヘルスに関する理論の代表例であるストレ



 

 

ス・メカニズムに、主観的ウェルビーイング
というポジティブ側面を導入した理論モデ
ルを示したことにより、今後のメンタルヘル
ス研究展開への新たな方向性を提示できた
ものと考える。 
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